
令和 7 年度（2025 年度）  学校経営方針 
                        西宮市立名塩小学校 校長 小林大輔 
 
○はじめに  
  
【西宮市 学校教育推進の基本目標】 

１ 子供の育ちのためにつながる （家庭・地域とつながる 「チームとしての学校」をつくりあげる） 

２ 「生きる力」をはぐくむ （「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」をはぐくむ） 

３ 子供の育ちをささえる （個別最適な学び 協働的な学び・・・より有効な学習活動に取り組む） 
 
 
１．学校教育目標 
 

   
 
 

『人間尊重の精神に満ち』とは 
 ★人間が人間を尊重すること，相手の思考・気持ち・存在を尊重することです。 

子供達一人ひとりがお互いを認め合い，支え合う関係であることを願います。 

教職員も，誠意を尽くして自らの役割を果たし，ともに働く一人ひとりがお互いを信頼しあえる関

係でありたいと思います。 

 
『自ら学び，心豊かにたくましく生きる名塩の子の育成』とは 
 ★『知・徳・体』の調和のとれた名塩の子供の育成を目指すことだと考えます。 

 

 

 

 
２．学校経営の基本方針 
 
（１）生徒指導の充実 
・すべての子供に居場所のある学級づくりに努める。 
・いじめを許さない学級風土を作り，いじめの早期発見・早期対応に努める。 
・家庭と連携し，子供の基本的生活習慣の確立や問題行動の改善に努める。 
・生徒指導上の諸問題については，迅速な報告・連絡・相談体制の徹底と，情報の共有化を図る。 
 
 

人間尊重の精神に満ち，自ら学び， 
心豊かにたくましく生きる名塩の子の育成 

 



（２）学習指導の充実 
・学習指導要領に基づき，教育課程を編成し，各教科の授業時数の確保に努める。また，教科等横断的な視

点で，教育内容を組織的に配列し，カリキュラムマネジメントの実現を図る。 
・子供に『生きる力』を育むため，知識・技能，思考・判断・表現力を身に付けさせる。 
・問題解決能力やコミュニケーション能力を育てるため，児童の興味・関心を高める問題解決学習や豊かな

体験活動を重視し，学び方を学ばせる。 
 
・「わかる」「できる」「たのしい」授業が展開できるよう教材研究を行い，タブレットパソコンやデジタル

教科書を含む教育機器を積極的に活用した授業改善を進める。（5･6 年英語･図工：デジタル教科書） 
・高学年においては，教科担任制を取り入れ，きめ細かな指導を行い，学力向上を図る。 
・評価の観点を意識しながら指導を行い，子供の学習状況を適宜評価し，必要に応じて支援を行う。 
 
・学習習慣の定着，読書習慣の確立を図るため，家庭での学習課題を適切に設定すると共に，子供の学習

状況について学校と家庭が共有する。 
 
・研究テーマの実現，『主体的・対話的で深い学び』の実現に向けた授業力向上を目指す。 
・積極的に授業を公開し，互いの良さを学び合い，共に高まり合う教師集団づくりに努める。 
 
 
（３）道徳・人権教育の充実 
・学校教育全体を通じて道徳教育を推進するとともに，身近な社会とのかかわりやつながりの中で，自己の

生き方を見つめ，道徳性（道徳的な判断力・心情・実践意欲と態度）を培うように努める。 
・体験を通して『命の大切さ』を実感させる。また，具体的な関わり・交流を通して，他者の思いを共感

的に理解する力を育てるよう努める。 
・人間尊重の精神を培い，あらゆる人権課題に取り組もうとする意欲・実践力を養う。 
・北地区人権教育テーマ 
 『自分自身の人権感覚を見つめ，人権意識の向上を目指す』 
   ～自尊感情を高めるために～ 
  を意識して，年度当初より人権教育に取り組む。 
 
 
（４）特別活動の充実 
・自主的，実践的な集団活動（学級活動，児童会活動，クラブ活動，学校行事）を通して，人間関係をより

よく形成するとともに，自己の生き方についての考えを深め，自己実現を図ろうとする態度を養う。 
・夢や目標を持ち，自立した社会人・職業人として必要な能力を育むためのキャリア教育を推進する。 
・キャリアノート及びキャリアパスポートの活用を図り，学習した記録を継続的に蓄積する。 
 
 
 



（５）保健・食育・体育学習の充実 
・養護教諭，学級担任等は相互に連携して，子供の心身の状況を把握し，心身の状況を的確に把握し健康に

関する指導を適切に行う。 
・子供に，食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けさせるため，給食指導・食育の推進を図る。 
・運動の特性や魅力に触れさせ，スポーツの楽しさや，自ら体を動かすことの心地よさを実感させる。 
・自らの命を守り抜くために主体的に行動する態度を育てる。 
  
 
（６）特別支援教育の充実 
・「個別の指導計画」「個別の教育支援計画」を作成し，専門機関との連携・保護者との合意形成を図りな

がら，一人一人の教育的ニーズに応じた教育支援の充実を図る。また，通級による指導においては，優先

的に取り組むべき内容を設定し，学級担任と通級指導担当教員との十分な共通理解を図る。 
・個々の子供に適切な指導・支援を行うため，コーディネーターを中心に，定期的に校内委員会を開いて

点検，評価を行い，全教職員との共通理解を図る。 
・通常学級とひまわり学級との交流学習を通じて，特別支援学級に在籍する児童の理解と啓発に努める。 
・配慮を要する子への支援に努め，学級の中で誰もが生かされるインクルーシブな学校づくりを進める。 
 
 
（７）組織の活性化 家庭・地域との連携 
・学級，学団，学年専科間，校務分掌間の連携を円滑にし，組織として協働できるよう，支え合う温かい職

場集団づくりを目指す。 
・情報の共有化，報告・連絡・相談の体制を確立する。 
・学校運営協議会，放課後キッズスクール事業の充実により，地域・家庭と連携した学校づくりを目指す。 
・学校だより，HP 等の発信により信頼される学校づくりを進める。 
 
 
（８）美しく安全な教育環境 
・掲示板の活用，清掃指導などに努め，教育環境の整備に努める。 
・多目的教室や少人数教室を効果的に利用する。 
・施設，設備の安全点検を定期的に行い，安全で安心できる教育環境を作る。 
 
 
（９）教育公務員としての自覚と勤務時間の適正化 
・体罰の禁止  ・交通事故の防止，飲酒運転等の禁止 
・わいせつ行為，セクハラ行為，薬物使用等の非違行為の禁止 
・個人情報の管理の徹底 
・自身の健康を第一に考え，ワークライフバランスの実現を目指す。 
（時間厳守や定時退勤日の実施など） 

 



 

  

         
  
                          

 
めざす児童像 
 
 
 
 
 

◆豊かな心         ◆確かな学力    ◆健やかな体 
  自分・他の人・もの・環境    課題を解決するために     心身ともに健康な子 
  に対して思いやりを持ち，    自分で考え学ぶ子       目標に向かって，忍耐 
  人と協力できる子        自分で判断し，表現・     強く努力する子 
                  行動できる子  
  ★あいさつ         
 ★集団登校           ★聞くこと          ★体育科授業の充実 

  ★清掃（てきぱきお掃除）    ★話すこと          ★休み時間を活用して 
  ★係活動            ★読むこと           元気に体を動かす 

★当番活動           ★書くこと 
★支え合う学級風土       ★対話すること        ★食・健康に関心を持つ 
★わくわくユニット       ★自主学習 

（クラブ活動）        ★読書習慣 
★ふれあいユニット       ★タブレット端末の活用 

（異学年集団活動） 
★委員会活動          ★体験活動 

（伝統文化の尊重）         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
めざす学校像                  めざす教師像・教職員像 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校教育目標 
人間尊重の精神に満ち，自ら学び，心豊かにたくましく生きる名塩の子の育成 
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○子供が，安心して学び，生き生きと活動する学校 
○保護者が，安心して子供を預け，信頼できる学校 
○地域が，誇りに思うことのできる学校 
○教職員が，やりがいを感じることのできる学校 

○主体的に，授業力・学級経営力向上に励む教師 
○子供に寄り添い，愛情あるかかわりができる 

教職員 
○『チーム名塩』の一員として，つながりを大切 
 にし，支え合う教職員 

主な課題や令和 6 年度からの継続した取組み 
・ICT 教育の充実 ・人権教育の充実 ・学力調査結果分析等による実態把握 ・児童会活動の活性化  

・行事や学校公開を通して，保護者，地域との連携 ・『学校だより』『ホームページ』等による発信 

キーワード 
対話力   


